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	応用
	抗原情報
	背景
	グラニュリンはサイトカイン様活性を有する可能性がある。炎症、創傷治癒、組織リモデリングにおいて役割を果たす可能性がある。リソソーム機能の重要な調節因子として、また炎症、創傷治癒、細胞増殖に関与する成長因子として作用する分泌タンパク質（PubMed:28541286、PubMed:28073925、PubMed:18378771、PubMed:28453791、PubMed:12526812）。リソソームへのタンパク質輸送およびリソソーム酵素の活性を調節する（PubMed:28453791、PubMed:28541286）。また、リソソームの酸性化を促進し、成熟CTSDをCTSBによって分解する（PubMed:28073925）。さらに、創傷関連成長因子として皮膚線維芽細胞および内皮細胞に直接作用し、分裂、遊走、毛細血管様細管構造の形成を促進します（類似性による）。また、TNFを介した好中球活性化を阻害し、酸化剤およびプロテアーゼの放出を抑制することで、上皮細胞の増殖を促進します（PubMed:12526812）。さらに、ニューロンの生存、軸索伸展、およびニューロンの完全性を維持することで、ニューロンの炎症を調節します（PubMed:18378771）。
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	293T 細胞溶解物中のグラニュリン発現のウェスタン ブロット分析。

